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竹取物語新聞 
 

 

 桜丘北校区子どもいきいき広場からの依頼に

より、6月 3日（土）10：00から「竹ぽっくり」

を作りました。体育館のブルーシートの上で、1

年生～6年生 79名の子供たちを 6班に分けて、

班ごとに竹取会員が付き添って、竹を 10cmの長

さに切るのを手伝った。低学年が多かったが会員

の指導でうまく切れたときは子ども達も満足そ

うであった。続いて、ドリルで竹に穴をあけてヒ 

モを通すのは、いきいき広場運営委員さん達が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 回目となるメタウォーター㈱の今回の間伐

体験は、参加者 25 名を二班に分けての１時間半

（体操、移動含む）に及ぶものでした。比較的短

時間でしたが、一班 2本をのこ引きから皮剥きま

で終えることができました。過去の参加者が多数

居たことや昼のバーベキュー（山田池公園）が、

要領よく作業をこなせた要因ではなかったのか

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

手伝ってくれた。マジックで名前を書いて完成で

す。子ども達は早速シートの上で楽しそうに歩行

練習をしていた。男子は竹細工に興味津々で、残

りの竹でコップ・筆立て・花入れ等を作った子ど

ももいたが、時間切れのため希望者全員には作品

作りはできなかった。11：00 からは竹取が用意

した「竹馬」「竹トンボ」を使って班ごとに交替

しながら体験をした。特に「竹馬」は時間を忘れ

て熱心に練習していた。   （文 近藤勝一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考までにメタウォーター㈱の概要を調べま

すと、従業員約 2,800人の一部上場企業で、平成

20 年に設立され、上下水道等の装置製造販売で

はトップ級だそうです。東京が本社でもあり、社

会貢献活動の一環で裏高尾（高尾山北側辺り）の

森林保全活動を行っています。 

              （文 土田史郎） 

 

 

 

桜丘北校区子どもいきいき広場「竹ぽっくり」作り （6 月 3 日） 
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メタウォーター㈱ ヒノキ間伐体験 （6 月 4 日） 
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 今年の梅採集は、5/24と 5/28に草刈りを済ま

せて、当初、6月 7日(水)を予定していましたが、

降水確率が非常に高く、6/11(日)に順延しました。

当日は曇り、屋外作業にはちょうど良い天気とな

り、梅採集班と、水路の改修班の 2手に別れて作

業をしました。梅採集班は梅の木を傷めないよう

に注意して梅を落とし、下にブルーシートを敷い

て、梅 1本に数人がかりで採集、全体で 207kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほど収穫して、39袋作って、1人 5.3kgも土産を

頂いて帰りました。 

 今年は、水路の改修も合わせて実施したため、

去年よりちょっと少なめでしたが、ありがたい里

山の幸、今後とも堪能したいものですね。もう少

し、肥料をやったり、防虫対策、整枝など、栽培

管理を充実して、もっと良い梅が沢山出来たら良

いなと感じました。      （文 勝原芳博） 

 

 

 

 

 

 

 

梅採集を実施 (6 月 11 日) 
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6/14(水)の活動終了後に野外活動センターの

新任の八上所長以下、職員 4名と、竹取物語は松

山副代表以下、5名の理事で当面の活動等につい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受け入れ当日は、暗いうちから強い雨が降り、

朝も雨が降っていたが、「間伐体験」の希望が強

かったようで、雨にも関わらず、子どもたちはカ

ッパも準備していて、間伐体験を実施しました。

それも、「見るだけでなく、自分たちがやりたい。」

とする子どもたちが大多数。ヒノキ伐倒のための

受口、追口切りを代わり交代で体験、その他の子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て打合せをしました。 

全体として、竹取物語への期待は非常に大きく、

終始、和やかな雰囲気で 1時間半ほど、次のよう

な話し合いをしました。   (文 勝原芳博) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どもはみんなでロープ引き、ヒノキが倒れた時に

は大歓声があがりました。その後も、枝落とし、

玉切り、皮むき、お土産づくりなど、最後まで楽

しんでくれたようです。また、先生たちの子ども

たちの適切な誘導には、脱帽でした。きっと、今

日の体験を、環境学習などにも役立てて頂けるこ

とを確信しました。    （文 勝原芳博） 

 

枚方市野外活動センターとの打合せ会の開催 （6 月 14 日） 

・ 野外活動センターとしては、まず、竹取物語の会に次の協力を依頼したい。 

  6/28(水)：平野小学校の体験指導 9/28(木)or9/29(金)のいずれか：楠葉小学校の体験指導 

  10/9(月・祝)：市民キャンプフェスティバルでの指導 

  竹とあそぼ：今年度予定の残り 7/23(日)、9/24(日)、11/26(日)の体験指導 

  里山保全講座：10/8(日)からの隔週開催、連続 5回講座 

・ 野外活動センター内の散策道の補修や枯れ木の伐採などの作業は、改めて、依頼する。 

・ 竹取物語の基地入口の樹木の伐採は、予算を確保して、早期に実施する準備をしている。 

・ フィールドアスレチックの遊具の安全確保は、野外活動センターで実施していく。 

・ 野外活動センターに来て体験活動をしてもらうため、まず、畜産団地内の道の舗装を、関係者

の理解を得ることと合わせて、平成 29年度から２年程度で実施する計画を進めている。 

・ 竹取物語の会が提供する体験指導は、“出前”ではなく、“センターに来てもらって体験するこ

と”とする方向には、野外活動センターの趣旨とも合致しており、違和感はない。 

・ 里山保全講座は、枚方市公園みどり推進室との連携による推進を調整してみる。平成 29 年度

の講座は、去年と同様に実施するが、市広報での情報提供とともに、市内の公共施設にチラシを

置くなど、PR方策の充実は可能な範囲で実施する。 

枚方市立平野小学校 ヒノキ間伐体験 (6 月 28 日) 
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NPO法人 竹取物語の会 平成 29年 7 月 活動予定表 

 活動予定 特別な活動など 担当・段取りなど 

07.01(土)    

.02(日) 活動日   

.03(月)    

.04(火)    

.05(水) 活動日 ・日本電音(社員 5名)の体験受け入れ 

・水質検査班、定例の活動(終日) 

担当:西本 

山田池公園にて 

.06(木)    

.07(金)  7/7～7/12技芸展  

.08(土)    

.09(日) 活動日   

.10(月)    

.11(火)    

.12(水) 活動日   

.13(木)    

.14(金)    

.15(土)    

.16(日) 活動日 定例理事会  

.17(月)    

.18(火)    

.19(水) 活動日 クラフトデイ  

.20(木)    

.21(金)    

.22(土)    

.23(日) 活動日 竹とあそぼ「クラフト体験」 担当:松山、近藤 

.24(月)    

.25(火)    

.26(水) 活動日   

.27(木)    

.28(金)    

.29(土)    

.30(日) 活動休み 第 5日曜日  

.31(月)    

 


